
日
高
学
区
市
民
自
治
会

○
東
連
津
川
清
掃
活
動

　
９
月
27
日
（
土)

　
東
連
津
川
各
流
域

○
再
生
資
源
休
日
拠
点
回
収 

　
９
月
28
日
・
10
月
26
日
（
日) 

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー

○
ひ
よ
っ
こ
ひ
た
か
　

　
10
月
18
日
（
土)

　

日
高
学
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
10
月
１
日
（
金) 

　
（
里
美
に
て
開
催
）

日
高
文
化
協
会

〇
三
世
代
文
化
祭

　
11
月
１
日
（
金)

～
３
日
（
日) 

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー

　
８
月
8
日
の
役
員
会
で
次
の

こ
と
を
協
議
し
ま
し
た
。

＊
日
高
っ
子
体
験
村

＊
ひ
た
か
敬
老
の
集
い

＊
日
高
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
デ
ー
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日
高
お
ん
も
さ
ま
つ
り
開
催

「
ひ
た
か
ラ
ジ
オ
体
操
の
会
」が

　
　
　
　
　
優
良
団
体
等
表
彰

　
第
40
回
日
高
お
ん
も
さ
祭
り

が
８
月
３
日
、
小
木
津
駅
前
ゆ

り
の
木
通
り
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
近
づ
い
て
い
た
台
風
も
太

平
洋
沖
に
そ

れ
、
酷
暑
の

な
か
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
地
域
の
ス
タ
ッ
フ
で
準
備
さ

れ
た
祭
り
会
場
に
は
大
勢
の
人

が
訪
れ
、
や
き
と
り
１
万
本
を

完
売
。
わ
ん
ぱ
く
広
場
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
水
風
船
な
ど
で

遊
び
ま
し
た
。
小
木
津
浜
風
流

物
が
配
置
さ
れ
た
通
り
に
は
大

道
芸
や
神
輿
が
繰
り
出
し
、
ス

テ
ー
ジ
で
は

日
高
中
吹
奏

楽
部
な
ど
が

演
奏
し
、
大

ト
リ
は
安
達
勇
人
の
コ
ン
サ
ー

ト
と
、
日
高
の
大
賑
わ
い
の
祭

り
で
し
た
。

　
（
２
、
３
面
に
写
真
特
集
）

　
今
年
10
月
か
ら
日
立
市
報
「
ひ

た
ち
」
が
、
こ
れ
ま
で
の
月
2

回
（
5
日
、
20
日
）
発
行
か
ら
、

月
1
回
（
毎
月
１
日
）
発
行
に

変
更
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
な
い
、
広
報
日
高

の
発
行
も
現
在
の
奇
数
月
の
20

日
発
行
か
ら
１
日
発
行
へ
と
11

月
か
ら
変
更
い
た
し
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

広
報
日
高
、
発
行
日

　
変
更
の
お
知
ら
せ

広
報
日
高
、
発
行
日

　
変
更
の
お
知
ら
せ

広
報
日
高
、
発
行
日

　
変
更
の
お
知
ら
せ

日高っ子体験村日高っ子体験村日高っ子体験村

　
日
髙
学

区
市
民
自

治
会
主
催

の
「
日
高

っ
子
体
験

村
」
を
８

月
21
日
・

22
日
に
１

泊
２
日
で

日
高
小
学

校
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
日
高
小
学
校
５
・

６
年
生
で
す
。
44
名
の
参
加
者

を
８
班
に
分
け
、
「
郷
土
愛
を

育
み
、
宿
泊
体
験
な
ど
を
通
し

て
仲
間
と
の
絆
づ
く
り
を
目
指

す
」
を
目
標
に
行
動
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
学
区
の
名
所
・
旧

跡
を
訪
ね
る
地
域
探
検
、
段
ボ

ー
ル
で
の
宿
泊
所
作
り
、
竹
ト

ン
ボ
飛
ば
し
、
夕
食
の
飯
盒
炊

飯
と
カ
レ
ー
、
サ
ラ
ダ
作
り
、

夕
食
後
は
、
夜
の
学
校
探
検
を

行
い
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
水
鉄
砲
作
り
と

水
飛
ば
し
、
焼
き
そ
ば
と
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
の
昼
食
、
ス
イ
カ
割

り
で
す
。
こ
れ
ら
の
実
施
項
目

は
ほ
と
ん
ど
ど
班
単
位
で
の
行

動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
段
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス
作
り
は
そ

れ
ぞ
れ
の
班
の
個
性
が
出
て
い

ま
し
た
。

　
学
校
探
検
は
恐
怖
で
泣
く
子

も
無
く
、
あ
ま
り
怖
く
な
か
っ

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
水
鉄
砲
飛
ば
し
で
は
先
生
、

仲
間
同
士
で
水
を
か
け
あ
い
ビ

シ
ョ
濡
れ
に
な
っ
て
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
、
一
連
の
体
験
を
通

し
、
協
力
し
て
物
を
作
る
大
切

さ
、
同
級
生
、
下
級
生
と
の
連

携
・
絆
が
、
ま
た
、
防
災
意
識

も
養
わ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

地域探検「横内の遺跡にて」

さわやかな朝のスタート

　
日
高
学
区
市
民
自
治
会
の
「
ひ

た
か
ラ
ジ
オ
体
操
の
会
」
が
こ

の
ほ
ど
、
か

ん
ぽ
生
命
保

険
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

全
国
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
の
三
者

が
選
考
し
て
い
る
「
２
０
２
５

年
度
ラ
ジ
オ
体
操
優
良
団
体
等

表
彰
」
に
お
い
て
、
全
国
65
団

体
、
う
ち
茨
城
県
で
2
団
体
の

一
つ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
の
設
立
当
初
よ
り
、

通
年
休
み
な
く
交
流
セ
ン
タ
ー

広
場
で
実
施
、
夏
休
み
に
は
多

く
の
子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
て

地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
賑
わ

っ
て
い
ま
す
。
７
月
20
日
の
日

立
市
ラ
ジ
オ
体
操
の
日
に
は
50

名
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

酷暑の中、仲間との絆作りに挑戦酷暑の中、仲間との絆作りに挑戦酷暑の中、仲間との絆作りに挑戦

　
日
立
市
の
再
生
資
源
集
積
所

の
利
用
方
法
が
10
月
か
ら
変
わ

り
ま
す
。
従
来
は
当
番
者
が
用

具
等
を
準
備
し
回
収
後
ま
た
片

付
け
る
方
法
で
し
た
が
、
日
立

市
の
担
当
者
が
各
集
積
所
に
用

具
等
を
準
備
し
、
回
収
業
者
が

再
生
資
源
を
回
収
後
に
片
付
け

す
る
方
法
に
変
わ
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
の
説
明
会
が

8
月
29
日
に
支
部
の
役
員
を
中

心
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
変
更

方
式
の
詳
細
は
8
月
20
日
号
の

市
報
で
も
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
市
民
自
治
会
で

は
一
般
住
民
に
は
チ
ラ
シ
を
9

月
5
日
号
市
報
と
同
時
配
布
い

た
し
ま
し
た
。

　
市
民
自
治
会
の
再
生
資
源
休

日
拠
点
回
収
（
日
高
交
流
セ
ン

タ
ー
毎
月
第
4
日
曜
日
）
は
従

来
通
り
に
で
実
施
し
ま
す
。

再
生
資
源
の
集
積
所
の

利
用
方
法
が
変
わ
る





編

集

後

記

　
私
た
ち
家
族
が
引
っ
越
し
て

き
て
10
年
が
経
ち
ま
す
。
当
時

は
長
期
の
出
張
で
家
を
空
け
る

こ
と
が
多
く
、
私
が
居
な
く
て

も
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
ま
ず
は
周
り
の
方
々
に

私
た
ち
家
族
の
存
在
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
思
い
自
治
会
に
入

会
し
ま
し
た
。
自
治
会
の
方
々

は
、
私
た
ち
家
族
を
温
か
く
迎

え
入
れ
て
く
れ
、
子
ど
も
た
ち

に
対
し
て
も
優
し
く
声
掛
け
し

て
い
た
だ
き
、
こ
の
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
て
い
ま
す
。
２

年
前
、
お
ん
も
さ
祭
り
の
模
擬

店
を
や
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
参
加
側
で
し
た
が
、
お
祭
り

を
創
る
側
に
な
っ
て
大
変
さ
は

あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
人
と

の
関
わ
り
も
あ
り
『
創
る
側
の

楽
し
さ
』
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ

以
降
、
毎
年
創
る
側
と
し
て
模

擬
店
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
よ
り
青
少
年

育
成
部
の
幹
事
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
創
る

側
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
で
き
る
よ
う
楽
し
み
な
が
ら

取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
、
統

計
開
始
以
降
、
異
常
気
象
等
の

言
葉
が
頻
繁
に
発
せ
ら
れ
る
ほ

ど
、
と
に
か
く
猛
暑
続
き
の
こ

の
夏
で
し
た
。

　
そ
ん
な
暑
さ
に
も
め
げ
ず
「
お

ん
も
さ
祭
り
」
「
日
高
っ
子
体

験
村
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

人
が
交
流
を
深
め
ら
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
、
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。
（
豊
田
賢
一
）
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５
月
下
旬
か
ら
夏
休
み
に
か

け
て
、
各
種
大
会
で
活
躍
し
た

団
体
・
個
人
の
皆
さ
ん
で
す
。

●
団
体
の
部

　
男
子
剣
道
部

　
　
県
北
大
会
２
位
県
大
会
へ

　
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
　
全
日
本
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

　
　
U
15
選
手
権
大
会
４
人
制

　
　
県
代
表
と
し
て
出
場

●
個
人
の
部

　
石
川
時
生
　
剣
道
男
子

　
　
県
北
大
会
優
勝
県
大
会
へ

　
綿
引
嶺
奈
　
陸
上
女
子
100
m

　
　
県
大
会
５
位

　
小
高
紗
稀
　
水
泳
女
子

　
　
県
大
会
出
場
200
m
背
泳
他

　
加
古
瑠
莉
那
　
将
棋

　
　
全
国
中
学
生
選
抜
選
手
権

　
　
県
大
会
優
勝
全
国
大
会
へ

青少年育成部
會澤　伸介住みよいまちにするために

頑
張
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　
日
中
生

い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
高
学
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
大
活
躍

　
７
月
１
日
折
笠
ス
ポ
ー
ツ
広

場
で
、
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス

ポ
ー
ツ
市

内
大
会
が

開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
日
高
学

区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
一

つ
、
日
高
新
生
Ｇ
Ｇ
Ｃ
（
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
）
か
ら

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
門
に
10

名
参
加
、
ま
た
N
e
w
自
然
山

ふ
れ
あ
い
の
会
か
ら
は
輪
投
げ

の
部
門
に
１
チ
ー
ム
４
名
が
出

場
し
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
門
で

は
、
出
場
者
89
名
中
、
日
高
新

生
Ｇ
Ｇ
Ｃ
の
比
気
孝
則
さ
ん
が

８
位
、
輪
投
げ
の
部
門
で
は
、

出
場
14
チ
ー
ム
中
、
N
e
w
自

然
山
ふ
れ
あ
い
の
会
チ
ー
ム
（
茅

根
信
行
さ
ん
、
飯
塚
予
枝
子
さ

ん
、
馬
場
正
彦
さ
ん
、
中
嶋
と

よ
子
さ
ん
）
が
準
優
勝
と
な
り

ま
し
た
。

　
上
記
の
成
績
優
秀
者
の
方
は
、

10
月
７
日
に
笠
松
運
動
公
園
で

行
わ
れ
る
「
茨
城
県
健
康
福
祉

祭
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー

ツ
大
会
」
に
、
日
高
学
区
か
ら

数
年
ぶ
り
に
出
場
が
決
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
県
社
会

福
祉
協
議
会
等
の
主
催
で
開
催

さ
れ
「
茨
城
県
版
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
成

績
優
秀
者
に
つ
い
て
は
、
全
国

大
会
で
あ
る
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
」
に
出
場
す
る
権
利
が
得
ら

れ
ま
す
。

　
日
高
新
生
Ｇ
Ｇ
Ｃ
、
N
e
w

自
然
山
ふ
れ
あ
い
の
会
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
練
習
場
所
で
毎
週
２

日
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
輪

投
げ
の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

輪投げで準優勝
「New自然山ふれあいの会」の皆さん

自
然
山
ふ
れ
あ
い
祭
り

　
学
校
の
夏
休
み
も
終
わ
り
に

近
づ
い
た
8
月
24
日
、
安
良
宿

西
支
部
の
自
然
山
集
会
場
に
お

い
て
サ
ヤ
ド
１
，
２
の
町
内
会

の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た

夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
お
祭
り
は
、
今
年
3
回
目

で
、
子
ど
も
と
保
護
者
等
20
名

ほ
ど
が
集
ま
り
、
事
前
に
地
元

の
自
治
会
の
大
人
た
ち
が
準
備

し
た
輪
投
げ
や
パ
チ
ン
コ
ゲ
ー

ム
等
で
得
点
を
競
っ
た
後
、
雨

ど
い
を
利
用
し
た
流
し
そ
う
め

ん
、
ス
イ
カ
、
そ
し
て
か
き
氷

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
第
40
回
お
ん
も
さ
祭
り
」

翌
日
の
8
月
4
日
、
午
後
、
小
木

津
浜
集
落
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

裏
手
の
敷
地
に
近
所
の
方
々
が

三
々
五
々
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
長
年
地
元
で
愛
さ
れ
引
き
継

が
れ
て
き
た
小
木
津
浜
風
流
物

が
、
担
い
手
不
足
等
に
よ
り
こ

の
日
が
最
後
の
披
露
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
今
で
は
日
立
さ
く
ら
祭
り
で

し
か
見
ら
れ
な
い
山
車
が
、
か

つ
て
は
当
時
の
小
木
津
村
の
４

集
落
（
本
町
、
西
町
、
小
木
津

浜
、
構
内
）
ご
と
に
あ
り
、
澳

津
説
神
社
の
祭
礼
に
合
わ
せ
て

町
内
を
引
き
回
し
、
か
ら
く
り

人
形
劇
が
上
演
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
し
ば
ら
く
中
止
の

期
間
を
経
て
平
成
7
年
（
1
9
9
5

年
）
に
復
元
さ
れ
た
際
に
、
現

在
の
よ
う
に
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に

積
ま
れ
る
形
式
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。

　
最
後
の
お
披
露
目
と
な
っ
た

の
は
、
い
く
つ
か
あ
る
演
目
の

う
ち
「
八
幡
太
郎
義
家
」
で
、

太
鼓
や
鍾
に
よ
る
お
囃
子
に
合

わ
せ
て
動
く
六
体
の
武
者
た
ち

の
衣
装
の
早
変
わ
り
が
演
じ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
や
ぐ
ら

の
上
か
ら
紅
白
の
餅
や
菓
子
な

ど
が
盛
大
に
ま
か
れ
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
や
大
人
ま
で
競
い

合
っ
て
拾
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
小
木
津
浜
郷
土
芸

能
保
存
会
の
会
長
小
野
篤
さ
ん

か
ら
、
こ
れ
ま
で
こ
の
伝
統
を

続
け
て
こ
れ
た
こ
と
に
対
す
る

感
謝
と
、
後
継
者
不
足
で
中
止

せ
ざ
る
を
得
な
い
旨
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
風
流
物
の
や
ぐ
ら

は
、
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
に

よ
っ
て
敷
地
内
に
建
つ
倉
庫
に

納
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
10
月
末
頃
に
風
流
物
の

や
ぐ
ら
と
、
倉
庫
は
解
体
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
そ
う
で
す
。

　
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
文

化
が
こ
の
ま
ま
消
え
て
い
く
の
は

な
ん
と
も
残
念
と
感
じ
ま
し
た
。

小
木
津
浜
風
流
物
に

　
　
　
　
一
区
切
り

地
域
の
美
観
を
守
ろ
う

　日
高
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
デ
ー

夏休みの思い出

風流物と小木津浜の皆さん

　
９
月
７
日
に
恒
例
の
「
日
高

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
デ
ー
」
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
県
知
事
選
と
重
な

り
ま
し
た
が
、
朝
か
ら
地
域
住

民
が
道
路
や
空
き
地
に
散
乱
す

る
空
き
缶
、
空
き
び
ん
、
及
び

側
溝
な
ど
に
投
げ
捨
て
ら
れ
て

い
る
ゴ
ミ
な
ど
を
一
斉
に
回
収

し
ま
し
た
。

　
指
定
場
所
に
集
め
ら
れ
た
ゴ

ミ
は
自
治
会
環
境
部
員
が
交
流

セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
運
び
、

分
別
仕
分
け
を
し
て
、
軽
ト
ラ

ッ
ク
１
台
分
の
ゴ
ミ
を
清
掃
セ

ン
タ
ー
へ
搬
入
し
ま
し
た
。
ま

た
、
一
部
地
区
で
は
、
草
刈
に

汗
を
流
す
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

軽トラック１台のゴミが集まる


